
アタマジラミについてご存知ですか？ 

 
最近、保健所などにお子さんのアタマジラミに関する相談が増えています。アタマ

ジラミの被害にあうと、吸血された箇所がかゆくなります。アタマジラミから病気が

うつることはありませんが、頭皮をかきすぎて炎症を起こす場合があります。対策は、

家庭でも簡単に行えますので、正しい知識を持って適切に予防や駆除を行いましょう。 

 

アタマジラミとは… 

 

 アタマジラミはヒトの頭部に寄生して、頭皮から吸血します。成虫の大きさは２～

４ｍｍで灰白色から灰黒色をしています。アタマジラミの一生は次のとおりです。 

 

７～１０日間  ７～１６日間  １～１.５ヶ月間 

  卵 → 幼虫 → 成虫 →→→ 死亡  

  ↑         ↓  

↑         ↓  ＊成虫は１日吸血しないと７～７２時間で餓死します。 

    ← ← ← ←    ＊成虫は１日３～９個の卵を産みます（２５～３０℃）。 

 

 アタマジラミをみつける時には、成虫や幼虫は敏捷で見つけにくいので、頭髪に付

着している卵を探しましょう。耳の周囲からえりあしにかけて多く付着しています。

卵は乳白色で０.５×０.３ｍｍ程度の大きさです。この時、アタマジラミの卵と間違

いやすいものにヘアーキャスト（フケの一種）があります。ヘアーキャストは１～２

ｍｍ、白色でそっと指で挟んで動かすと毛髪に沿って移動します。虫卵は簡単には動

かないので判別できます。 

              

アタマジラミの成虫          アタマジラミの卵 

（卵は頭髪に付着しています） 

 

 

 

 衛生課では、卵とヘアーキャストの判別を行っておりますので、ご相談ください。 

 

 

 



感染経路 

 

 ヒトとヒトの接触によってうつります。こどもは、友達同士、頭をつけて遊ぶこと

もあり、それがうつる原因の一つであると考えられます。 

 集団で生活を行う場所では、早く見つけて駆除しましょう。 

 帽子、くし、ヘアーブラシ、タオル、寝具、衣類など身体に直接触れるものの共用

はやめましょう。 

           

＊ プールなどの水中ではうつりませんが、更衣室等でうつることもあります。 

 

駆除方法 

 

こどもは洗髪が十分にできないことがあります。毎日、大人が手伝って根元までし 

っかり洗いましょう。また、目の細かいくし（あれば“すきぐし”）で髪をすきまし

ょう。髪をドライヤーで乾かすのも効果的です。 

 シーツや枕カバーやタオルなど、頭に触れるものはこまめに交換し、６０℃以上の

湯に５分程度漬けてから、洗濯しましょう。その際、やけどをしないように、湯が冷

めてから洗濯することをおすすめします。洗濯物や布団は天日干しにしましょう。ア

イロンをかけるのも効果的です。 

 室内の床は、掃除機をかけてよく吸い取りましょう。こどもの寝室は特に念入りに

行ってください。 

 アタマジラミの駆除剤（シャンプー・パウダー）をあわせて使用するときは、使用

方法を読んで正しく使いましょう。 

 

☆家庭でできるアタマジラミ対策☆ 

 

 ＊ときどき、こどもの頭髪をチェックしましょう。 

 ＊大人の手で、こどもの髪をしっかり洗いましょう。 

 ＊タオル等は共用せず、自分のものを用意して使うように習慣づけましょう。 

 

 

 

アタマジラミの発生は不潔にしているから起こるものではなく、どの家庭でも起こり

得ることです。あやまったイメージでこどもの心に傷を残さないように適切な対応を

お願いします。 

 


